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断面図

昭島市は水道に地下水のみを水源としている
都内でも唯一のまちとのことである。そのまちに
水処理事業を展開する企業の研究開発拠点
を置き、2棟の建物の群風景により水にまつわ
る街路景観の世界観を創り出している。
　この世界観を発露している一つの要因は、
公道を挟んで並立する2棟の統一されたファ
サードデザインである。外装は、日射遮蔽と目隠
しを主機能とした、水処理で使用される配管
がモチーフのアルミ押出型材の縦ルーバーで

水の再利用という水資源の循環を生み出すこ
とで、ゼロウォータービルディングへの取り組み
を示している。再生水を利用した天井放射パ
ネルと除湿型壁放射ルーバーにより快適な居
住域環境を実現した執務空間は、スキップフ
ロアの構成とし実験室とオフィスの行来を活性
化させる魅力的な空間となっている。
　水環境資源への取り組みという企業アイデ
ンティティの発信性の強い建築の好例である。
 （菅 順二）

覆われている。この縦ルーバーは、径の異なる
配管がランダムピッチに配置され、柔らかい表
情をつくり上げているとともに、排気や雨樋とし
ても利用されている箇所もある。
　二つ目の要因は、公道に面したガラスカーテ
ンウォール越しに水浄化のトレーニングプラント
を設置し、機能を公道に対して開くことで水処
理の取り組みを外部に発信していることである。
建築の機能としても、雨水の敷地内浸透と地
下水利用、排水回収と水処理設備を用いた

選 評
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井水散水利用

冷温水天井放射パネル除湿型放射ルーバー 外装配管

外装配管を利用した雨樋

トレーニングプラント

展示エリア

食堂

オフィス

オフィス

食堂 テラス　

オフィス

オフィス

オープンラボプラント

プラント プラント

屋外機械置場

井水利用 雨水浸透

　オフィスはスキップフロアの構成とし、働くモードやアクティビティ
に合わせた空間を選択できるようにしている。実験室とオフィスを行き
来するワークスタイルであるためオフィスの滞在時間にバラつきがある
ことから、様々な場を用意するオフィス計画とした。
　また、プラントにより生み出される多くの再生水を、空調エネルギーの
低減や居住環境の向上に活用している。居住空間に再生水を利用した天
井放射パネルと除湿型壁放射ルーバーの２種類の放射空調システムを採
用することで、居住域を快適にする空調方式とするとともに、空調エネ
ルギーを低減する計画とした。エリアごとで天井高さを変えること、吹
き抜け空間に放射ルーバーを配置することで、室温に適度な揺らぎを生
じさせ、空調環境的な意味でも選択性のある環境を生み出している。
　また、井水を植栽の散水にも利用するなど、内外連続した豊かな緑に
よるバイオフィリックデザインと組み合わせることで、水を感じる施設
となることを目指した。

水を利用した空調方式により心地よいオフィス環境を作る
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1 施設は大きく二つの建物で構成されており、公道を挟んで向か
い合うかたちで配置されている。公道に対して開き、ガラスショー
ケースのような構成とすることで、水処理の取り組みや環境価値
について発信し、人 を々迎え入れる施設としている

2 建物を覆う配管形状のルーバーは日射遮蔽、目隠し以外にも排気
や雨どいの機能を有している。径の異なる配管をランダムピッチ
に配置することで立面に揺らぎを生み出し、輪郭を和らげている

3 水の回収再生を行うプラント・雨水の浸透還元・地下水の利用
により施設全体での水循環を作り上げている

4 オフィスはスキップフロアの構成とし、働くモードやアクティビティ
に合わせた空間を選択できる。再生水を、空調エネルギーの低
減や居住環境の向上に活用している
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